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コース等を作 リプレ を業 t′ んでいます。 i
小学校の検鷹の周囲は子供逮が進べる様に :
小曲や多 くの末、草職等が寄 つて、 T露 0場 :
のコー民作 りに適 しています。

3宵雷諄な蓬量輩‡尊譲霧糠響量霊喜爆饉鷺
の宥るクラブ室の利用も考えています。

お年寄 りが何時までも元気で、医者や鶴祉

のお世議 にな らず、楽 しい人生を送 るために

T tt Gを 有効に活用 し熊張 つても`ます o

視察、プ レー希望の人 は念のた機建響骨
1 0423370033 多摩̀

南 17,甫 `,鸞、驚ホ̀…富,幕申mf
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奎|::
ょ :メ :を 勢米 った 施設 を蓼ltt t′ T3Cの 織 雪 :

燿整‐葉撃F京黒壼鷲窯襲撃省基曇ヒ0分‐
バス (永 ili 5]:l1lj) おドIC銀行 下車

窮主確ヨt~4 it卜1む駐角舌F1 91()0～ 161(10
グラ ン トの周 llliに 常設の 5ホ ールを作り、
内部 |よ打 ち方やアプローチの棘習()大会の時
は 4ホ ール lill設 し9ホ ールで開催 します。
コースは長 く、 フ ェアウェ の 1踊 は 5m位
と雄大なコースですが、ス クイ ミーな職や静

の本、 タイヤな どの障害物のほか池、り||な ど

を配置 t_′ た lFIi ilい コ ースです。

∫供達が避んでいた小 lllよ り掏 ち |(ろ しの

3番 ホールはホー ルインの可競性 も有 ります。

菫

こ

ξ 桑 驚 醗 TttF鯨 崎1学校
練
弱晨校墓驚轟にな撃Iけ耀ち、3回周って
18ホ ールです。 将来は拡張の 予定ですo

短 ユFふ 了多 ?蕊壁誉集累暑 l彎 ∫豪艦驚通
攻め 方や、時には 1寺殊な打ち方を必要 (1す る

ことが 2fiり ます。 6番 は lllの 上か らで、バ ン

カーは 子供達の遊んだ本物の砂場です o

lFl技合の中には会議室や議話室 も有 ります。
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謳 :ゞ1詠ζ:」ざLョllじ壇準むi馨彗ド年,:贅感豊i榊 議凱撓翼餓
新規使 Jll開始なので、今後活 lll方 法、時間

を検討 し、有効に使用 したい。

場  刃i ホ l:13』
~11(1爵

∫ξ水 :::ユ lt学 校 )

交 通  京 li、 小 lll急水 l11場(よ り徒歩 10分
バ ス 聖蹟桜 ヶ丘より 南員取下 lF

練習 颯 3魯 1、 3火 曜 日 13:00～ 17:00
体育館 室 i有 なので試験器具や ビデオ等使 l織

とノ打 ち方、打球 のテス ト、調査を し

技術向 llを 図 りたい。

意天償の時は室義の コースプ レーも。

クラブ賞  冷暖房完備なので短 いアプロ‐チ
の特訓や時に :よ ビンポンな どの他の

スポーーツな どで気分転換を。
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